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フランチェスコ・アレッツォ氏

　敬愛なるガバナーとロータリーリーダーである皆さ
ま、おはようございます。
　昨年はここに、2024-25年度ガバナーにお集まり
いただきました。その際、私は国際ロータリーの会長
ノミニーとして、会員増強を私たちの組織の最優先
事項であり、最も価値ある資産であり、最大の課題
であると強調しました。

　そして今日、会長エレクトとして皆さんの前に立っ
ている今、ロータリーの未来を確かなものにするに
は、組織全体で会員増強に力を注ぐことが不可欠
であると、これまで以上に確信しています。
　ロータリーの最大の財産は、その歴史でも、プロ
ジェクトでも、比類のない世界的広がりでもありませ
ん。それは会員です。会員は、地球上で最も有能な

　理事会は、6月8日のマリオ・セザール・マルティン
ス・デ・カマルゴRI会長エレクトの予期せぬ辞任を
受け、特別会合を開きました。RI章典と方針に基
づき、理事会は、2023年8月に行われた国際ロー
タリー会長指名委員会によって検討された候補者
の中から、新たな会長エレクトを選出しました。 
　2月の2025年国際協議会で発表された2025-
26年度会長メッセージである「よいことのために手
を取りあおう」はそのまま継承されます。このメッセー
ジは、政治、地理、イデオロギーでますます分断さ
れている世界において、結束する力となるようロー
タリー会員に呼びかけるものです。奉仕プロジェク
トを通じ、ロータリーは、さまざまな背景を持つ人びと
（人種、宗教、職業を超えて）をつなぎ、地域社会

でよいことを行うという共通の使命のために活動し
ます。
　アレッツォ氏は、矯正歯科医として個人の診療
所を構えています。イタリア、ヨーロッパ、アメリカの
矯正歯科協会のメンバーとして国際的に活動して
います。ラグーサ県のNational Association of 
Italian Dentistsの副会長であり、National Trust 
for Italyの創設者であり、同団体で7年間ラグーサ
県を代表しました。また、マルタ主権騎士団内の名
誉と献身の騎士です。30年以上のロータリー会員
であるアレッツォ氏は、合同戦略計画委員会副委
員長、RI理事、ラーニングファシリテーター、地区大
会での会長代理を歴任したほか、ロータリー財団の
べネファクターでもあります。
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ボランティアのチームです。私は、アトランタ国際大
会で、ポリオ根絶のパートナー団体を代表する人物
が、ロータリー会員の並外れた献身を称賛したのを
聞いて、このことを学びました。外部団体からそう認
められたことで、ロータリーが世界に与えることので
きる最大の贈り物は、その会員であるという私の理
解が深まりました。
　本日は、会員増強と活性化に向けたロードマップ
についてお話ししたいと思います。このロードマップ
は、革新、継続性、パートナーシップという、不可欠な
三つの柱に基づいています。これらの原則は単な
る戦略ではありません。ロータリーを活性化し、新た
な声や考え方を取り入れ、世界中の地域社会への
奉仕を強化するための行動の呼びかけです。
　世界は、劇的なペースで変化しています。テクノ
ロジー、社会の期待、経済状況は常に変化してお
り、ロータリーもそれに合わせて進化しなければなり
ません。トマージ・ディ・ランペドゥーサが『山猫』で書
いたように、「すべてを同じままに保つには、すべて
を変えなければならない」のです。
　革新こそが、変化するこの世界に私たちが適応
する手段なのです。若い会員を迎え入れるだけでな
く、目的やつながりを求める年配の方々にも参加し
ていただく必要があります。
　68歳の私は、仲間たちのコミュニティを見つける
ことがどれほど充実したものであるかを、身をもって
知っています。
　私の所属クラブであるサント・アンドレ・ロータリー
クラブは、150人の会員を擁する活気と伝統のある
クラブです。妻のデニースは、衛星クラブの結成に
助力し、50人近い素晴らしい女性たちが自分らしく
リーダーシップを発揮できる場を創り出しました。
　衛星クラブ、分野特化型クラブ、法人クラブ、パス
ポートクラブなどは、多様な人びとを惹きつけるため
に必要な柔軟性の例です。これらのモデルがどこで
も通用するわけではありませんが、従来の枠組みに
とらわれずに未来のロータリアンに働きかける機会
をもたらします。将来のロータリー会員は必ずどこか

にいます。私たちは、そこに赴いて彼らを見つける
必要があります。
　この18カ月間で地球を6周以上した旅の中で、最
も健全な地区には、一貫し、団結したリーダーシップ
という重要な特徴があることに気づきました。ガバ
ナーが前任者の努力を基盤とし、プログラムや戦
略が毎年途切れることなく継続されるようにするこ
とで、地区は発展します。一方、トップにおける不和
は、時限爆弾のようなものであり、これが会員数の
減少という結果を引き起こすことがよくあります。
　この旅から得た感動的な瞬間をいくつかご紹介
しましょう。ナイジェリアの第9141地区では、サービ
スの行き届いていない地域に井戸を建設したり、学
校に椅子を寄贈したりすることの素晴らしいインパ
クトを目の当たりにしました。パキスタンでは、2022年
の壊滅的な洪水の被災者が、ただ生き延びるだけ
の生活からより良い未来へと移行できるよう、ロータ
リーが支援しているスマートビレッジを訪れました。
　インドのムンバイでは、ロータリーの補助金で先天
性心臓病の治療を受けている子どもたちに会いま
した。また、別の地域では、緩和ケア病院の外に、が
ん検診、歯科治療、眼科検診を支援するロータリー
財団のロゴが入った救急車が並んでいるのを目に
しました。
　インドネシアのランプンで、デニースと私は、700
世帯の経済が小規模ながら変化し、米を生産する
農家の収入が増えるのを目にする機会に恵まれま
した。
　継続性とは、画一性ではなく、連携です。地区
リーダー同士が連携し、自分の“ガバナー年度”を越
えてロータリーを思い描けば、長期的な成功の土台
が築かれます。ロータリーはすでに、毎年リーダーが
交代するという独特な課題に直面しています。これ
以上、私たちの努力を分散させて、状況をさらに難
しくしてはなりません。むしろ、未来のリーダーがさら
に発展させていけるような協力の遺産を築いていき
ましょう。
　ロータリーがポリオ根絶活動で培ってきた歴史
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は、私たちに貴重な教訓を与えてくれます。 単独で
も大きな成果を上げることができますが、力を合わ
せれば、世界を変えることができるのです。ゲイツ財
団、WHO、UNICEFといった団体とのパートナー
シップは、230億ドルを投じて40年以上取り組んでき
たポリオ根絶活動において極めて重要な役割を果
たしました。ロータリーが単独でこれほどまでに大き
な進展を遂げることはできなかったでしょう。
　それならば、会員増強にもこの教訓を活かすべ
きではないでしょうか。ビジネス団体、専門職団体、
教育機関などと協力することで、ロータリーは職業
や考え方の多様性を取り入れなが ら、質の高い会
員を引き付けることができます。このようなパートナー
シップは、「量か質か」という誤った二者択一を排除
します。奉仕と参画というロータリーの価値観を共
有する職業人に働きかけることで、世界でよいこと
をするロータリーの力を拡大できます。
　最終的には、私たちのすべての成果、プロジェク
ト、パートナーシップは会員にかかっています。会員
増強とは単に数字を増やすことではなく、集合体と
しての私たちの力をさらに高め、ロータリーの使命
を継承していくことです。
　まず、誰も永遠には生きられないと認識しなけれ
ばなりません。クラブの高齢化に対する唯一の策
は、絶えず新会員を迎え入れることです。
　第二に、会員数が増えれば奉仕の力も広がりま
す。会員が増えるということは、奉仕に参加する人
が増え、地域社会にさらに多くのリソースを投入でき
ることを意味します。
　第三に、後継者育成計画が重要です。クラブは
成長するか、衰退するかのいずれかであり、安定し
た会員基盤というものはありません。
　私たちは、会員の勧誘と維持を、ロータリー会員
の世代から世代へと受け継がれる中核的価値観と
しなければなりません。そうすることで、ロータリーが
今後数十年にわたって活気とインパクトを維持でき
るのです。
　ロータリー会員は行動人です。私たちは変化が

起こるのを待つのではなく、自ら変化を起こします。
　行動人とは、何をするのでしょうか。私たちは、よ
いことのために手を取りあいます。
　これが、2025-26年度の会長メッセージです：「よ
いことのために手を取りあおう」
　分断されがちな世界において、ロータリーは団結
と希望の光となります。私たちのプロジェクトは、人
種、ジェンダー、性別、思想、経済的背景の異なる人
びとを結びつけ、世界でよいことをするという共通の
目的で私たちを一つにします。ロータリーは、より良
い人間となり、人びとに奉仕し、末長いインパクトをも
たらすよう、私たちを鼓舞します。
　本日この会場を後にする際には、地区でロータ
リーを成長させるための最善の戦略を学ぶことに
焦点を当ててください。ロータリーは、この協議会
に多大な時間と資金を投じてきましたが、それはス
ピーチや派手な演出のためではなく、皆さんが効果
的にリーダーシップを発揮するための手段を身につ
けていただくためです。この投資から得られる見返
りは、金銭で測られるものではなく、新会員の入会
数、革新的なクラブの創設、奉仕を通じて人々の人
生に変化をもたらすことによって測られるでしょう。
　そして、この使命を遂行するにあたり、ロータリー
の最大の喜びの一つ、すなわち、世界中に友人をつ
くり、楽しむことを忘れないでください。
　成長、奉仕、つながりの旅路を共に歩んでいきま
しょう。よいことのために手を取りあえるロータリーを
築き、すべての人にとってより明るい未来を実現さ
せましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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